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R-IN32M4-CL2 

IAR 社製 R-IN32M4-CL2 評価キット用 ドライバミドルウェア リリースノート 

要旨 

この度は、IAR 社製 R-IN32M4-CL2 評価キット用 ドライバミドルウェア をご使用いただきまして、誠に

ありがとうございます。 

この資料は、本製品のパッケージ内容、動作環境について記載しております。ご使用の前に、必ずお読み

いただきますようお願い申し上げます。 

なお、各サンプルソフトウェア、ミドルウェア等の使用方法につきましては、下記の関連ドキュメントを

合わせてご参照ください。 

 

関連ドキュメント 

R18UZ0047JJ**** R-IN32M4-CL2 開発ツール スタートアップ・マニュアル 

R18UZ0040JJ**** R-IN32M4-CL2 プログラミング・マニュアル OS 編 

R18UZ0036JJ**** R-IN32M4-CL2 プログラミング・マニュアル ドライバ編 

R18UZ0041JJ**** R-IN32M4-CL2 ユーザーズ・マニュアル CC-Link IE Field 編 

R18UZ0055JJ**** R-IN32 シリーズ ユーザーズ・マニュアル CC-Link リモートデバイス局編 

R18UZ0063EJ*** R-IN32 Series User's Manual (μNet3/SNMP edition) 

R18UZ0064EJ**** R-IN32 Series User's Manual (μNet3/BSD edition) 

 

上記資料番号の末尾****部分は版数です。当社ホームページより最新版をダウンロードしてご参照ください。 

 

目次 

1. はじめに ........................................................................................................................... 2 

2. パッケージ内容 ................................................................................................................ 3 

3. フォルダ構成 .................................................................................................................... 4 

4. 動作環境 ........................................................................................................................... 5 

5. 変更履歴 ........................................................................................................................... 6 

6. ホームページとサポート窓口 ........................................................................................... 8 
 

R18AN0031JJ0271 

Rev.2.7.1 

2019.7.31 



R-IN32M4-CL2 IAR 社製 R-IN32M4-CL2 評価キット用 ドライバミドルウェア リリースノート 

R18AN0031JJ0271  Rev.2.7.1  Page 2 of 8 

2019.7.31  

1. はじめに 

IAR 社製 R-IN32M4-CL2 評価キット用 ドライバミドルウェアは、R-IN32M4-CL2 を使用した応用アプリ

ケーション開発にご利用いただける、各種サンプルアプリケーション、ライブラリ、ミドルウェア、周辺機

能ドライバを纏めたソフトウェアパッケージです。 
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2. パッケージ内容 

本パッケージに含まれるサンプルアプリケーション、ライブラリ、ミドルウェア、周辺機能ドライバを以

下に示します。 

 

・サンプルアプリケーション 

No. サンプルアプリケーション名 

1 CC-Link Ver.1 sample 

2 CC-Link Ver.2 sample 

3 CC-Link IE Field (intelligent device) 

4 CC-Link IE Field (remote device) 

5 Interval timer sample 

6 OS sample 

7 OS-less sample 

8 TCP/IP BSD Socket API sample 

9 TCP/IP MAC Control sample 

10 TCP/IP nonblock API sample 

11 TCP/IP Network App sample 

12 TCP/IP SNMP sample 

13 Version get sample 

 

・ライブラリ 

No. ライブラリ名 

1 HW-RTOS library 

2 EtherPHY library 

3 TCP/IP stack library 

 

・ミドルウェア 

No. ミドルウェア名 

1 Parallel flash ROM control 

2 Serial flash ROM control 

3 TCP/IP stack control 

 

・周辺機能ドライバ 

No. ドライバ名 

1 ADC 

2 CSI 

3 DMAC 

4 IIC 

5 Serial Flash MEMC 

6 Timer (32bit timer TAUJ2) 

7 TAUD  (16bit timer TAUD) 

8 UART 

9 WDT 

10 Ether Switch 
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3. フォルダ構成 

本パッケージのフォルダ構成を以下に示します。 

 

TOP 

| 

+-- CMSIS 【Cortex-M4関連定義(CMSIS)】 

|     +-- include 

|  

+-- Device【デバイス依存ファイル】 

      +-- Renesas 

            +-- RIN32M4 【R-IN32M4 依存プログラム】 

                 +-- Include 【インクルード・ファイル】 

                 +-- Library 【ライブラリ】 

                 +-- Source  【ソース】 

                      | 

                      +-- Driver     【ドライバ関連】 

                      +-- Middleware 【ミドルウェア】 

                      +-- Project    【プロジェクト・ファイル】 

                      |    | 

                      |    +-- IAR_StarterKit_CL2 

                      |          +-- CCSV1 

                      |          +-- CCSV2 

                      |          +-- cie_intelligent_device 

                      |          +-- cie_remote_device 

                      |          +-- interval_timer 

                      |          +-- os_sample 

                      |          +-- osless_sample 

                      |          +-- uNet3_bsd 

                      |          +-- uNet3_mac 

                      |          +-- uNet3_nonblock 

                      |          +-- uNet3_sample 

                      |          +-- uNet3_snmp 

                      |          +-- version_get_sample 

                      | 

                      +-- Templates 【スタートアップ・ファイル等】 

                           +-- IAR 【IARコンパイラ依存プログラム】 
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4. 動作環境 

本パッケージの動作環境を以下に示します。 

 

 対象デバイス 

R-IN32M4-CL2 

 

 ターゲットボード 

IAR 社製 R-IN32M4-CL2 評価キット 

 

 開発環境 

 コンパイラ 

IAR Embedded Workbench for Arm 7.80.4 (IAR システムズ社) 

 デバッガ 

IAR Embedded Workbench for Arm 7.80.4 (IAR システムズ社) 

 ICE 

I-jet / JTAGjet-Trace (IAR システムズ社) 
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5. 変更履歴 

バージョン 変更内容 

V2.7.1 

(2019/7/10) 

[Changes-1]  

/Include/RIN32M4.h 

/Source/Driver/ethsw/ethsw.c 

- Correction of inconsistencies with the user manual 

 

[Changes-2] 

/Device/Renesas/RIN32M4/Source/Templates/IAR/cstartup_M.c 

 - Update to enable FPU by default. 

   FPU is enabled by "__iar_init_vfp()" in "__iar_program_start()". 

V2.7.0 

(2018/11/22) 

[Changes-1]  

 - Update CC-Link sample programs. 

   IOTENSU changed to low fixed. 

   "Number of I/O points fixed to 32 points" can not be used. 

 

[Changes-2] 

 - Update CC-Link IE Field intelligent device sample driver. 

V2.6.0 

(2018/07/11) 

[Changes] 

-- Modify TCP/IP stack middleware. 

V2.5.0 

(2018/4/26) 

[Changes] 

 - Modify TCP/IP stack sample programs and drivers. 

V2.4.0 

(2017/12/7) 

[Changes] 

 - Add CC-link Project for TS-R-IN32M4-CL2 board 

V2.3.0 

(2017/7/14) 

[Changes-1] 

 - Update CC-Link IE Field sample programs and drivers. 

Add Fast-Link UP function for CC-Link IE Field(Default disable) 

Modify Status of Master Station in case of non-receive cyclic transmission 

[Changes-2] 

 - Update I2C drivers. 

Modify initial setting of I2C 

V2.2.0 

(2017/4/28) 

[Changes-1] 

 - Update CC-Link IE Field intelligent device sample programs and drivers. 

Fix "MyStatus Counter" Bug 

Fix "Baton Pass Error" 

Add a Loop-back function. To use this function, enable the compile switch 

"LOOPBACK_FUNCTION". 

 - Add CC-Link IE Field remote device sample programs and drivers. 

V2.1.1 

(2017/2/28) 

[Changes-1] 

 - Modify TCP/IP stack sample programs (Technical Update TN-RIN-A016A/E,J support) 

 

[Changes-2] 

/Middleware/sflash/sflash.h 

V2.1.0 

(2016/11/30) 

[Changes-1] 

 - Add TCP/IP stack sample programs and drivers.(3.1.8) 

[Changes-2] 

 - Update ADC Driver 

 - Update WDT Driver 

 - Update Interval Timer Sample 

V1.1.2 

(2016/10/31) 

[Changes-1] 

 - Update of HW-RTOS Library (V2.0.3) 

V1.1.1 

(2016/7/26) 

[Changes-1] 

 - Update of EtherPHY Library 
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V1.1.0 

(2016/3/18) 

[Changes-1] 

/CMSIS/* 

 - Update of CMSIS for V4.5 

 

[Changes-2] 

/Include/sromc/sromc.h 

/Driver/sromc/sromc.c 

/Middleware/sflash/sflash.c 

/Middleware/sflash/sflash.h 

 - Add Dual I/O mode initialize function.  

 - Add Quad I/O mode initialize function.  

 

[Changes-3] 

/Driver/iic/iic.c 

 - Modify setting of iic_init() 

V1.0.0 

(2016/1/29) 

First release 
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6. ホームページとサポート窓口 

ルネサス エレクトロニクスホームページ 

http://japan.renesas.com/ 
 

お問合せ先 

http://japan.renesas.com/contact/ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべての商標および登録商標は，それぞれの所有者に帰属します。 

http://japan.renesas.com/
http://japan.renesas.com/contact/


 

 

改訂履歴 

Rev 発行日 ページ 改訂内容 

V2.7.1 2019.07.31 - パッケージ V2.7.1 に更新 

V2.7.0 2018.12.27 - パッケージ V2.7.0 に更新 

V2.4.0 2017.12.07 - パッケージ V2.4.0 に更新 

V2.1.1 2017.02.28 - 新規作成 

 

 

 



 

 

製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本ドキュメントおよびテクニカルアップデートを参照してください。 

 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用 

端子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電 

流が流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用

端子の処理」で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で 

す。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子 

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ 

い。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電 

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま 

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 

 

○Arm® および Cortex® は、Arm Limited（またはその子会社）の EUまたはその他の国における 

登録商標です。 All rights reserved.  

○Ethernet およびイーサネットは、 富士ゼロックス株式会社の登録商標です。 

○その他、本資料中の製品名やサービス名は全てそれぞれの所有者に属する商標または登録商標です。 
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